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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第10期
第１四半期
連結累計期間

第11期
第１四半期
連結累計期間

第10期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 6,088,092 6,255,153 24,224,674

経常利益 (千円) 165,327 206,848 663,651

四半期(当期)純利益 (千円) 105,189 119,804 411,206

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 101,988 122,031 438,130

純資産額 (千円) 4,275,849 4,674,765 4,634,379

総資産額 (千円) 10,304,148 12,893,580 11,379,338

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 17.96 20.17 69.99

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 17.76 19.89 69.15

自己資本比率 (％) 41.5 36.2 40.7

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 平成25年４月１日付で１株につき２株の株式分割を行いましたが、第10期の期首に当該株式分割が行われた

と仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定し

ております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権発足後の大規模な金融緩和をはじめとした

経済政策により、円安・株高が進行し企業の業績見通しも回復基調を示す等、景気回復への期待が高まっ

ておりますが、一方で欧州の金融不安、輸入燃料・原材料価格の高騰等に対する懸念により、先行きは不

透明な状況で推移いたしました。

食品関連業界におきましては、景気回復の期待感により消費マインドに改善の兆しが見られましたが、

個人の所得は低迷したままであり、消費者の節約志向は依然として強く、引き続き厳しい経営環境が続い

ております。

このような状況の中、当社グループは青果物の機能性研究の成果を活かした提案型営業を推し進めた

ことや、当社グループ内において、継続的に取り組んでまいりました食品安全の確保ならびに品質保証・

危機管理などのリスク管理体制を多くのお客様に高く評価いただけたことにより、カット野菜の受注が

大幅に増加いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は6,255百万円と前年同四半期と比べ167百万円

（2.7％）の増収となりました。利益につきましては、天候不順が生じることなく野菜が順調に生育したこ

とにより、調達価格及び品質が安定していたことに加え、当社グループ全社で契約産地の見直しや調達価格

の交渉を行ったことの効果等により、営業利益は207百万円と前年同四半期と比べ37百万円（22.0％）の増

益、経常利益は206百万円と前年同四半期と比べ41百万円（25.1％）の増益、四半期純利益は119百万円と前

年同四半期と比べ14百万円（13.9％）の増益となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 東日本

当セグメントの売上高は、機能性研究の成果を活かした提案型営業を推し進めたことや、品質・衛生

管理に関する取り組みを多くのお客様に高く評価いただけたことによるカット野菜の大幅な受注の増

加により、3,948百万円と前年同四半期と比べ243百万円（6.6％）の増収となりました。セグメント利益

（経常利益）は、売上の増加に加え、野菜の調達価格及び品質が安定していたこと等により、89百万円と

前年同四半期と比べ13百万円（17.3％）の増益となりました。
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② 西日本

当セグメントの売上高は、重点営業先である事業給食の新規顧客を獲得することができた反面、大手

外食チェーンの購買比率の見直し（複数社購買）等による既存取引先の売上の減少等により、2,299百

万円と前年同四半期と比べ84百万円（3.5％）の減収となりました。セグメント利益（経常利益）は、野

菜の調達価格・品質が安定していたことに加え、契約産地の見直しや調達価格の交渉を行ったことの効

果等により、107百万円と前年同四半期と比べ26百万円（32.1％）の増益となりました。

　
③ 持株会社

当セグメントの売上高は、184百万円と前年同四半期と比べ７百万円（4.5％）の増収となりました。

セグメント利益（経常利益）は、98百万円と前年同四半期と比べ13百万円（16.1％）の増益となりまし

た。

　
④ その他

当セグメントの売上高は、50百万円と前年同四半期と比べ７百万円（16.9％）の増収となりました。

セグメント利益（経常利益）は、0.4百万円と前年同四半期と比べ１百万円（77.8％）の減益となりま

した。

　
(2) 財政状態の分析

流動資産は、前連結会計年度末に比べて21.6％増加し、6,496百万円となりました。これは、主として現金

及び預金が1,163百万円増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて6.0％増加し、6,396百万円となりました。これは、主として東京デ

リカフーズ株式会社の新工場建設により建設仮勘定が335百万円増加したことなどによります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて13.3％増加し、12,893百万円となりました。

　
流動負債は、前連結会計年度末に比べて5.9％減少し、3,584百万円となりました。これは、主として短期借

入金が290百万円、未払法人税等が63百万円減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて57.9％増加し、4,634百万円となりました。これは、主として東京

デリカフーズ株式会社の新工場建設等により長期借入金が1,705百万円増加したことなどによります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて21.9％増加し、8,218百万円となりました。

　
純資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.9％増加し、4,674百万円となりました。これは、主として利益

剰余金が36百万円増加したことなどによります。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は32百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

　
② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,242,000.006,242,000.00
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 6,242,000.006,242,000.00― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年４月1日 3,121,000.006,242,000.00― 759,755 ― 1,091,242

(注)　平成25年２月15日開催の取締役会決議により、平成25年４月１日付をもって１株を２株に株式分割いたしました。

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載を

しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   151,200

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

2,969,200
29,692 同上

単元未満株式
普通株式

600
― ―

発行済株式総数 3,121,000 ― ―

総株主の議決権 ― 29,692 ―

　
② 【自己株式等】

　 　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
デリカフーズ株式会社

東京都足立区六町四丁目
12番12号

151,200 ― 151,200 4.85

計 ― 151,200 ― 151,200 4.85

(注)　平成25年２月15日開催の取締役会決議に基づき、平成25年４月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行って

おります。これに伴い、提出日現在において、完全議決権株式（自己株式等）は普通株式302,400株、完全議決権株

式（その他）は普通株式5,938,400株、発行済株式総数は6,242,000株、議決権の数（個）は59,384個となってお

ります。

　
２ 【役員の状況】

　
　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１

日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,292,270 3,456,030

売掛金 2,820,063 2,851,020

有価証券 17,429 18,275

商品及び製品 63,462 53,678

仕掛品 1,194 1,792

原材料及び貯蔵品 29,720 29,014

その他 133,226 102,238

貸倒引当金 △14,011 △15,255

流動資産合計 5,343,356 6,496,794

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,616,413 1,615,768

土地 3,079,217 3,079,217

その他（純額） 789,365 1,145,927

有形固定資産合計 5,484,996 5,840,913

無形固定資産

その他 38,416 36,197

無形固定資産合計 38,416 36,197

投資その他の資産

その他 524,878 532,238

貸倒引当金 △12,309 △12,564

投資その他の資産合計 512,569 519,674

固定資産合計 6,035,981 6,396,785

資産合計 11,379,338 12,893,580
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,436,726 1,455,626

短期借入金 800,000 510,000

1年内返済予定の長期借入金 556,000 604,546

未払法人税等 128,804 65,470

未払金 721,836 777,540

賞与引当金 65,935 17,194

その他 100,855 154,153

流動負債合計 3,810,158 3,584,533

固定負債

長期借入金 2,810,288 4,515,649

退職給付引当金 46,428 46,051

その他 78,083 72,581

固定負債合計 2,934,800 4,634,281

負債合計 6,744,958 8,218,814

純資産の部

株主資本

資本金 759,755 759,755

資本剰余金 1,572,315 1,572,315

利益剰余金 2,404,633 2,441,285

自己株式 △137,471 △137,471

株主資本合計 4,599,234 4,635,885

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 30,867 33,093

その他の包括利益累計額合計 30,867 33,093

新株予約権 4,278 5,785

純資産合計 4,634,379 4,674,765

負債純資産合計 11,379,338 12,893,580
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 6,088,092 6,255,153

売上原価 4,605,997 4,664,125

売上総利益 1,482,094 1,591,028

販売費及び一般管理費 1,311,891 1,383,295

営業利益 170,203 207,732

営業外収益

受取利息 867 1,179

受取配当金 767 779

業務受託手数料 1,979 3,424

物品売却益 1,617 1,831

その他 2,575 6,140

営業外収益合計 7,808 13,356

営業外費用

支払利息 12,460 14,232

その他 224 7

営業外費用合計 12,684 14,240

経常利益 165,327 206,848

特別利益

受取補償金 9,697 924

特別利益合計 9,697 924

特別損失

減損損失 － 3,473

特別損失合計 － 3,473

税金等調整前四半期純利益 175,024 204,300

法人税、住民税及び事業税 69,835 84,495

法人税等合計 69,835 84,495

少数株主損益調整前四半期純利益 105,189 119,804

四半期純利益 105,189 119,804
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 105,189 119,804

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,200 2,226

その他の包括利益合計 △3,200 2,226

四半期包括利益 101,988 122,031

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 101,988 122,031

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

　
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

　　税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日)

減価償却費 65,996千円 66,167千円

　
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 62,2414,250.00平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 83,152 28.00平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他

(注)3
合計

調整額

(注)4

四半期連結損

益計算書計上

額

(注)5
東日本

(注)1

西日本

(注)2
持株会社 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への

売上高
3,696,7252,379,980 ― 6,076,70511,3866,088,092 ― 6,088,092

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

8,162 4,254 176,100188,51631,771 220,288△220,288 ―

計 3,704,8872,384,235176,1006,265,22243,1576,308,380△220,2886,088,092

セグメント利益 76,416 81,396 85,048 242,860 1,810 244,671△79,344 165,327

(注) １．「東日本」の区分は関東、東北、九州地区において事業を行っている報告セグメントであります。

２．「西日本」の区分は東海、関西地区において事業を行っている報告セグメントであります。

３．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントである研究開発会社であります。

４．セグメント利益の調整額△79,344千円は、セグメント間取引消去であります。

５．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他

(注)3
合計

調整額

(注)4

四半期連結損

益計算書計上

額

(注)5
東日本

(注)1

西日本

(注)2
持株会社 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への

売上高
3,939,5052,296,952 ― 6,236,45818,6946,255,153 ― 6,255,153

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

8,560 2,691 184,050195,30131,744 227,045△227,045 ―

計 3,948,0652,299,643184,0506,431,75950,4396,482,199△227,0456,255,153

セグメント利益 89,623 107,49198,730 295,846 402 296,248△89,400 206,848

(注) １．「東日本」の区分は関東、東北、九州地区において事業を行っている報告セグメントであります。

２．「西日本」の区分は東海、関西地区において事業を行っている報告セグメントであります。

３．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントである研究開発会社であります。

４．セグメント利益の調整額△89,400千円は、セグメント間取引消去であります。

５．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

　

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

　

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

　

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

　

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及
び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 17円96銭 20円17銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(千円) 105,189 119,804

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益(千円) 105,189 119,804

    普通株式の期中平均株式数(株) 5,858,000.00 5,939,498.00

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 17円76銭 19円89銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(千円) ― ―

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に用
いられた普通株式増加数の主要な内訳(株)

新株予約権

 
 

65,575.57

 
 

85,188.82

    普通株式増加数(株) 65.575.57 85,188.82

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注)　平成25年２月15日開催の取締役会決議に基づき、平成25年４月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行って
おります。そのため、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額
及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月13日

デリカフーズ株式会社

取締役会  御中

　

仰星監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　山﨑　清孝  　 印

　
業務執行社員 　 公認会計士　　岩渕　誠  　   印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているデリ
カフーズ株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、デリカフーズ株式会社及び連結子会社の平成
25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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